
野
田
佳
彦
首
相
（
原
子
力
災
害
対

策
本
部
長
）
は
１
６
日
記
者
会
見
し
、

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
（
福
島
県

大
熊
町
、
双
葉
町
）
の
未
曽
有
の
事

故
に
つ
い
て
「
原
子
炉
は
『
冷
温
停

止
状
態
』
に
達
し
、
事
故
そ
の
も
の

は
収
束
に
至
っ
た
と
判
断
で
き
た
」

と
し
て
、
事
故
収
束
に
向
け
た
工
程

表
の
「
ス
テ
ッ
プ
２
」
完
了
を
宣
言

し
ま
し
た
。
東
電
の
西
沢
俊
夫
社
長

も
政
府
・
東
電
の
統
合
会
見
で
「
事

故
の
収
束
が
は
か
ら
れ
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

野
田
首
相
は
「
原
子
炉
の
安
定
状

態
が
達
成
さ
れ
、
大
き
な
不
安
は
解

消
し
た
。
廃
炉
に
向
け
た
段
階
に
移

行
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
一
方
、

「
事
故
と
の
た
た
か
い
は
終
わ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
」
と
し
て
、
除
染
や
住

民
の
健
康
管
理
、
賠
償
に
全
力
を
挙

げ
る
と
強
調
し
ま
し
た
。

３
月
１
１
日
の
地
震
で
３
基
の
原

子
炉
は
炉
心
溶
融
（
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
）

を
起
こ
し
、
事
故
か
ら
９
カ
月
た
っ

た
今
も
、
溶
け
た
燃
料
の
状
態
が
わ

か
ら
な
い
上
、
放
射
能
汚
染
水
は
増

え
続
け
、
放
射
性
物
質
の
外
部
へ
の

放
出
も
止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
避
難

し
た
住
民
が
戻
る
め
ど
も
た
っ
て
は

い
ま
せ
ん
。
避
難
し
た
住
民
や
専
門

家
か
ら
は
、“
こ
れ
で
事
故
が
収
束
し

た
と
い
え
る
の
か
”“
現
実
を
み
て
い

な
い
”
と
疑
問
や
批
判
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
は
、
原
子
炉
圧
力

容
器
底
部
の
温
度
が
１
０
０
度
以
下

で
あ
る
こ
と
や
、
原
子
炉
建
屋
上
部

か
ら
の
放
射
性
物
質
の
放
出
が
１
〜

３
号
機
合
わ
せ
て
１
時
間
当
た
り
６

０
０
０
万
ベ
ク
レ
ル
と
見
積
も
り
、

そ
れ
に
よ
る
被
ば
く
線
量
が
原
発
敷
地
境
界
で

今
後
、
年
間
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
下
回
る
と

し
て
、「
冷
温
停
止
状
態
」「
事
故
収
束
」
を
宣

言
し
ま
し
た
。

政
府
・
東
電
は
４
月
１
７
日
に
事
故
の
収
束

に
向
け
た
目
標
や
課
題
な
ど
を
示
し
た
工
程
表

を
初
め
て
発
表
。
当
初
、
来
年
１
月
だ
っ
た

「
冷
温
停
止
状
態
」
の
目
標
時
期
を
、
９
月
に
な
っ

て
年
内
に
前
倒
し
し
ま
し
た
。

東
電
は
「
冷
温
停
止
状
態
」
達
成
後
か
ら
約

３
年
間
の
中
期
的
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
策
定
。

放
射
能
の
放
出
抑
制
、
原
子
炉
や
使
用
済
み
燃

料
プ
ー
ル
へ
の
注
水
と
冷
却
の
維
持
、
水
素
爆

発
や
再
臨
界
の
防
止
、
高
濃
度
放
射
能
汚
染
水

の
処
理
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
を
経
済
産
業

省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
提
出
し
、
同
院
な

ど
が
妥
当
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
使
用
済
み
燃
料
の
取
り
出
し
を
２
年

以
内
に
始
め
る
な
ど
廃
炉
へ
向
け
た
工
程
表
を

発
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

◇

「
冷
温
停
止
状
態
」
を
達
成
し
た
と
の
判
断
の

も
と
、
政
府
は
同
原
発
か
ら
半
径
２
０
キ
ロ
圏

内
の
警
戒
区
域
と
、
年
間
放
射
線
量
が
２
０
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
計
画
的
避
難
区
域
を

新
た
に
３
区
域
に
再
編
す
る
検
討
に
入
り
ま
し

た
。
近
い
将
来
の
帰
宅
が
可
能
な
「
解
除
準
備

区
域
」（
年
間
放
射
線
量
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

未
満
）
、
数
年
間
居
住
が
難
し
い
「
居
住
制
限
区

域
」（
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
〜
５
０
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
）
、
数
十
年
間
帰
宅
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
る
「
帰
還
困
難
区
域
」（
５
０
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
）
と
す
る
方
向
で
調
整
し
て

い
ま
す
。

２
０
１
１
年
１
２
月
１
７
日(

土)

米
議
会
上
下
両
院
の
軍
事
委
員
会
は
１
２
日
、

国
防
予
算
の
大
枠
を
定
め
る
２
０
１
２
会
計
年

度
国
防
権
限
法
案
の
一
本
化
作
業
を
終
え
、
在

沖
縄
米
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転
費
に
つ
い
て
は

上
院
側
の
意
向
が
通
り
、
一
切
計
上
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

上
院
側
は
、
沖
縄
の
米
軍
普
天
間
基
地
に
代

わ
る
新
基
地
建
設
は
「
実
現
不
可
能
」（
レ
ビ
ン

軍
事
委
員
長
）
と
の
認
識
の
下
に
、
在
日
米
軍

再
編
に
関
す
る
日
米
合
意
で
新
基
地
建
設
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
グ
ア
ム
移
転
費
を
認
め
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
普
天
間
基
地
の
「
県
内
移
設
」

反
対
と
い
う
沖
縄
県
民
の
総
意
の
前
に
、
在
日

米
軍
再
編
計
画
の
深
刻
な
矛
盾
が
現
れ
た
形
で

す
。一

本
化
さ
れ
た
法
案
は
、
オ
バ
マ
政
権
が
求

め
て
い
た
１
２
会
計
年
度
の
グ
ア
ム
移
転
費
約

１
億
５
０
０
０
万
ド
ル
（
約
１
２
０
億
円
）
を

削
除
。
グ
ア
ム
移
転
に
か
か
わ
る
施
設
建
設
費

と
完
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
基
本
計
画

（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
が
議
会
に
提
出
さ
れ
る
ま

で
は
、
移
転
費
の
執
行
も
禁
止
し
て
い
ま
す
。

法
案
は
１
４
、
１
５
両
日
に
両
院
の
本
会
議

で
可
決
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

２
０
１
１
年
１
２
月
１
４
日(

水)

民
主
党
は
１
４
日
、
税
制
調
査
会
と
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
調
査
会
」
の
合
同
総

会
を
開
き
、
過
去
の
物
価
下
落
時
に
年
金
額
を

据
え
置
い
た
分
を
引
き
下
げ
る
と
し
て
、
来
年

度
か
ら
３
年
間
で
２
・
５
％
年
金
額
を
引
き
下

げ
る
こ
と
を
了
承
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

政
府
は
来
年
の
通
常
国
会
に
関
連
法
案
を
提
出

し
ま
す
。

２
・
５
％
を
３
年
で
削
る
と
、
１
年
で
０
・

８
〜
０
・
９
％
の
減
額
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

物
価
下
落
に
と
も
な
う
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
来
年

度
は
０
・
２
〜
０
・
３
％
の
減
額
と
な
る
見
通

し
で
、
あ
わ
せ
て
１
％
以
上
減
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
同
党
は
、
削
減
幅
が
大
き
す
ぎ

る
こ
と
な
ど
か
ら
実
施
期
間
を
「
３
〜
５
年
」

の
中
で
調
整
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
最
も

悪
い
案
に
な
り
ま
し
た
。

同
日
の
総
会
で
は
、
政
府
か
ら
「
一
体
改

革
」
の
社
会
保
障
部
分
の
素
案
の
骨
子
案
が
示

さ
れ
、
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
骨
子
案
で
は
、

７
０
歳
か
ら
７
４
歳
ま
で
の
医
療
費
窓
口
負
担

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、「
世
代
間
の
公
平
を
図

る
観
点
か
ら
、
見
直
し
を
検
討
」
と
し
、
来
年

度
の
対
応
に
つ
い
て
は
「
調
整
中
」
と
し
ま
し

た
。

◇

◇

◇

政
府
が
示
し
た
素
案
の
骨
子
案
の
ポ
イ
ン
ト

・
年
金
受
給
額
の
２
・
５
％
削
減
を
実
施

（
３
年
で
）

・
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ

中
長
期
的

に
検
討

・
７
０
〜
７
４
歳
の
窓
口
負
担
１
割
↓
２
割

（
引
き
上
げ
を
）
検
討
。
来
年
度
に
つ
い
て
は

調
整
中

・
高
額
療
養
費
制
度
見
直
し

具
体
的
内
容
、

財
源
の
確
保
策
を
給
付
の
重
点
化

も
含
め
民
主
党
と
調
整
中

・
生
活
保
護
制
度
の
見
直
し

地
方
自
治
体
と
と
も
に
引
き
続
き

検
討２

０
１
１
年
１
２
月
１
５
日(

木)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
森 良子 Ｅメール qfndg008@ybb.ne.jp

田原本町鍵２８１－１ 0744-33-8570
(事務局）池田年夫Ｅメールuvkk87386@zeus.eonet.ne.jp

三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

福 島 原 発 首 相、「事 故 は 収 束」

東
日
本
地
震
へ
の

救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

汚
染
水
漏
れ

炉
心
状
態
不
明
の
ま
ま

グ
ア
ム
移
転
費
全
額
削
除

米
議
会

上
・
下
院
が
合
意

年
金
２
．
５
％
引
き
下
げ
３

年
で民主
党
の
合
同
総
会
で
了
承



積
み
重
ね

天
体
シ
ョ
ウ
ー
が
続
き
ま

し
た
ね
。
川
西
町
で
は
雲
に

阻
ま
れ
た
皆
既
月
食
で
し
た

が
、
こ
れ
に
続
い
て
今
度
は

ふ
た
ご
座
流
星
群
で
す
。
毎

年
十
二
月
の
上
旬
か
ら
中
ご

ろ
に
か
け
て
流
れ
る
、
年
間

通
じ
て
最
大
の
流
星
群
と
の

事
で
す
。
観
測
は
出
来
ま
し

た
か
。
見
逃
し
た
方
は
、
ま

た
来
年
で
す
ね
。
そ
の
前
に

夏
の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

が
流
れ
ま
す
ね
。

さ
て
、
十
二
月
議
会
が
十

六
日
に
終
わ
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
職
員
の
綱
紀
の
粛
正

と
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
の
拡
充
を
一
般
質
問
で
。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
補
助
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
実
施
。
ご
み
分
別
の
徹
底
。

国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
負

担
抑
制
等
々
を
、
補
正
予
算

の
審
査
で
町
長
に
質
し
ま
し

た
。私

は
毎
議
会
、
川
西
町
が

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
に
依

拠
し
た
施
策
に
取
り
組
み
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身

近
で
役
立
つ
自
治
体
と
し
て
、

そ
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う

に
、
質
疑
で
取
り
上
げ
、
施

策
を
提
案
し
、
そ
の
実
現
を

求
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
直
ぐ
に

は
成
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

も
こ
つ
こ
つ
と
積
み
重
ね
る

事
で
、
一
歩
ず
つ
で
す
が
、

そ
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ご
一
緒
に
、
住
民
参
加
で
、

意
に
添
い
願
い
に
応
え
る
川

西
町
政
へ
と
力
を
合
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

場
東
井
上
の
し
き
の
み
ち
は

せ
が
わ
展
望
公
園
え
の
き
広

場
に
町
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十

二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

た
く
さ
ん
の
方
が
利
用
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
間
、
利

用
者
数
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
の
利
用
者
数

は
、
約
２
万
人
。
十
九
年
度

は
約
１
万
６
千
人
。
二
十
年

度
は
約
１
万
人
。
昨
年
度
は
、

約
７
千
人
に
な
り
ま
し
た
。

十
二
月
議
会
で
、
公
共
施

設
の
稼
働
率
を
上
げ
る
こ
と

が
管
理
者
の
務
め
で
あ
り
、

投
下
し
た
税
金
の
有
効
活
用

で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
施

策
を
質
し
ま
し
た
。
表
向
き

の
答
弁
で
は
、
「
コ
ー
ス
の

難
易
度
を
向
上
さ
せ
、
利
用

率
の
向
上
に
努
め
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
部
長

か
ら
は
「
空
い
て
い
る
ほ
う

が
ゆ
っ
く
り
ラ
ウ
ン
ド
で
き

る
」
と
利
用
者
を
増
や
す
努

力
を
し
た
く
な
い
本
音
が
出

て
き
ま
し
た
。

利
用
者
か
ら
は
、
「
二
百

円
で
８
ホ
ー
ル
を
２
ラ
ウ
ン

ド
し
か
で
き
な
い
。
他
の
と

こ
ろ
で
は
、
『
４
時
間
内
な

ら
何
回
で
も
で
き
る
と
こ
ろ

や
、
１
日
中
利
用
で
き
る
と

こ
ろ
も
あ
る
』
料
金
を
百
円

に
下
げ
る
か
、
利
用
時
間
を

長
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

要
望
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
を
増
や
す
方
法
は
い

く
ら
で
も
あ
る

よ
う
で
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工

救
援
・
支
援

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
十
日

程
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
何
と
言
っ
て
も
多

く
の
人
が
あ
の
東
日
本
大
震

災
・
原
発
事
故
、
そ
し
て
台

風
十
二
号
の
大
被
害
と
い
う

怖
い
体
験
を
し
た
年
で
し
た
。

先
日
、
十
津
川
や
野
迫
川
、

五
條
の
方
の
話
を
聞
く
機
会

が
得
ら
れ
ま
し
た
。
十
津
川

は
十
七
日
に
１
６
８
号
線
が

や
っ
と
開
通
で
き
た
そ
う
で

す
が
、
十
二
号
台
風
の
九
月

三
日
は
村
営
住
宅
が
流
さ
れ
、

真
夜
中
に
は
橋
が
落
ち
、
隣

人
と
カ
ッ
パ
を
着
て
走
り
回
っ

た
な
ど
生
々
し
い
状
況
を
聞

か
せ
て
頂
き
、
大
変
な
ご
苦

労
を
さ
れ
た
事
を
知
り
ま
し

た
。野

迫
川
の
方
は
「
共
産
党

の
方
が
一
番
よ
く
支
援
に
駆

け
つ
け
て
下
さ
り
、
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
！
村
の
人
達
も

共
産
党
に
対
す
る
考
え
が
変

わ
っ
て
き
た
よ
う
だ
」
と
言
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

先
頃
開
か
れ
た
日
本
共
産

党
第
四
回
中
央
委
員
会
総
会

で
の
幹
部
会
報
告
で
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
一
人
ひ
と
り
の
被
災

者
の
苦
し
み
に
心
を
よ
せ
、

震
災
募
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
『
国
民
の
苦
難
の

軽
減
』
と
い
う
立
党
の
精
神

に
立
っ
て
奮
闘
す
る
日
本
共

産
党
へ
の
信
頼
と
共
感
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
」

私
は

救
援
募
金
や
物
資
の
支
援
ぐ

ら
い
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
後
も
被
災
者
の
方
々

に
役
立
つ
事
を
出
来
る
限
り

し
た
い
と
思
い

ま
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

森

良
子

富
裕
層
へ
の
増
税

先
日
の
Ａ
新
聞
に
「
日
本

の
政
府
税
制
調
査
会
は
収
入

の
多
い
人
に
対
す
る
所
得
増

税
の
検
討
を
始
め
た
」
ま
た

ア
メ
リ
カ
で
も
「
オ
バ
マ
政

権
や
与
党
民
主
党
は
、
富
裕

層
へ
の
増
税
の
計
画
」
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
所
得
税
は
、
景
気

対
策
な
ど
で
減
税
さ
れ
、
か
っ

て
十
九
段
階
で
最
高
七
五
％

だ
っ
た
税
率
構
造
が
、
今
は

六
段
階
で
最
高
四
十
％
と
高

所
得
者
へ
の
優
遇
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
政
府
は
、
税
と
社
会
保

障
の
一
体
改
革
で
庶
民
に
は

増
税
、
大
企
業
・
資
産
家
に

は
証
券
優
遇
税
制
の
延
長
や

法
人
税
の
減
税
を
や
る
と
報

じ
ら
れ
、
民
主
党
と
政
府
の

意
見
の
違
い
で
先
送
り
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
復
興
税
制
で
国
民
へ
の
負

担
は
い
や
が
お
う
に
も
か
か
っ

て
き
ま
す
。
消
費
税
の
税
率

ア
ッ
プ
も
ど
う
な
る
か
わ
か

ら
な
い
状
態
で
す
。

今
外
国
の
資
産
家
は
、
そ

の
国
の
税
収
不
足
に
対
し
て

「
資
産
家
に
対
し
て
も
っ
と

増
税
を
」
と
言
っ
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

資
産
家
や
大
企
業
に
対
し
て

増
税
で
き
る
か
か
が
民
主
党

と
政
府
の
試
金
石
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い

ま
こ
そ
国
民
が
、
税
金
の
取

り
方
と
使
い
方
に
つ
い
て
声

を
上
げ
る
べ
く
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ち
な
み
に
、
２
０
１
０
年

１
月
１
２
日
、
ア
メ
リ
カ
・

フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
が
億
万
長
者

を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
１

位
は
前
年
に
続
い
て
、
ユ
ニ

ク
ロ
の
柳
井
社
長
で
、
資
産

が
６
１
億
ド
ル
か
ら
９
２
億

ド
ル
に
増
。
ま
た
、
前
年
に

続
い
て
グ
リ
ー
の
田
中
社
長

と
ミ
ク
シ
ィ
の
笠
原
社
長
が

ラ
ン
ク
イ
ン
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
（
日

本
航
空
）
の
再
建
で
話
題
の

稲
盛
和
夫
京
セ
ラ
名
誉
会
長

は
、
２
８
位
に
ラ

ン
ク
イ
ン
さ
れ
て

い
ま
す
。

三
宅
町

池
田

年
夫


